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１
）
（
２
）

（
３
）

（
４
）
（
５
）

医
学
館
の
設
立
に
つ
い
て
は
既
に
森
潤
三
郎
、
波
多
野
賢
一
、
倉
沢
剛
並
び
に
町
泉
寿
郎
氏
等
の
詳
細
な
研
究
報
告
が
あ
る
の
で
、
こ

一
、
医
学
館
の
成
立

医
学
館
に
お
け
る
医
学
考
試
に
つ
い
て
（
二

〔
要
旨
〕
寛
政
六
年
、
江
戸
幕
府
直
轄
の
医
学
校
「
医
学
館
」
（
多
紀
元
恵
督
事
）
に
お
い
て
医
学
考
試
が
行
わ
れ
た
。

受
験
者
は
若
い
下
級
官
医
又
は
官
医
の
子
弟
た
ち
二
十
二
名
で
あ
っ
た
。
考
試
は
本
科
（
内
科
）
・
小
児
科
・
外
科
・
口

科
に
分
か
れ
、
口
頭
試
問
と
筆
記
試
験
が
実
施
さ
れ
た
。
口
頭
試
問
は
病
症
の
鑑
別
診
断
・
薬
方
の
適
応
症
等
で
、
筆

記
試
験
は
外
来
患
者
に
対
す
る
医
案
と
処
方
を
筆
録
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
受
験
者
の
答
に
対
し
て
採
点
と
批
評
が
下

さ
れ
、
其
の
結
果
、
成
績
の
良
か
っ
た
者
は
翌
年
か
ら
急
速
に
昇
進
し
、
悪
か
っ
た
者
は
そ
の
後
の
消
息
が
分
か
ら
な

く
な
っ
て
い
る
。
封
建
時
代
、
家
督
制
度
下
の
官
吏
の
地
位
は
変
え
難
い
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
医
官
の
場
合
、

本
考
試
の
成
績
は
そ
の
後
の
鯏
捗
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
寛
政
六
年
、
多
紀
元
恵
、
医
学
館
、
医
学
考
試
、
成
績
と
官
位
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こ
の
処
置
に
よ
っ
て
蹄
寿
館
は
大
い
に
潤
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
初
め
の
う
ち
だ
け
で
、
寄
付
は
年
と
共
に
減
少
し
て
き
た
た
め
、

元
惠
は
再
び
老
中
に
願
い
出
て
、
天
明
六
年
、
幕
府
か
ら
医
師
た
ち
へ
寄
付
銀
の
催
促
を
さ
せ
て
い
る
。

（
Ⅳ
）

天
明
六
年
に
は
跨
寿
館
の
再
建
が
落
成
し
た
の
で
其
の
年
の
正
月
十
二
日
、
い
わ
ゆ
る
百
日
教
育
の
布
告
を
関
係
各
方
面
に
通
達
し
た
。

こ
の
通
達
に
よ
り
、
蹄
寿
館
に
お
け
る
医
学
教
育
の
内
容
が
公
に
確
立
さ
れ
た
と
言
え
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
教
育
期
間
は
二
月
中
旬
よ

り
五
月
中
旬
ま
で
の
百
日
間
で
、
受
講
を
許
さ
れ
る
生
徒
は
、
こ
の
時
点
で
は
、
医
家
に
あ
っ
て
志
を
持
つ
若
年
の
者
で
あ
れ
ば
、
陪
臣
、

町
方
を
問
わ
ず
許
さ
れ
、
特
に
身
分
の
限
定
は
無
か
っ
た
。
第
二
に
、
生
徒
は
家
か
ら
通
学
す
る
こ
と
も
学
舎
に
止
宿
す
る
こ
と
も
は
じ
め

に
申
し
こ
め
ば
そ
れ
で
よ
か
っ
た
が
、
何
れ
の
場
合
も
規
律
は
き
わ
め
て
厳
格
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
講
義
の
主
た
る
経
典
は
本
草
・
霊
枢
．

素
問
・
難
経
・
傷
寒
論
・
金
置
要
略
で
あ
っ
た
が
、
経
絡
・
経
穴
を
学
ぶ
家
系
の
者
は
日
程
の
中
で
更
に
別
途
の
講
義
を
受
け
た
。
傷
寒
論
・

金
置
要
略
・
難
経
は
比
較
的
早
く
終
わ
る
の
で
、
そ
の
後
は
甲
乙
経
・
千
金
方
・
外
台
秘
要
方
・
諸
病
源
候
論
・
格
致
余
論
・
湖
洞
集
な
ど

こ
で
は
簡
単
に
そ
の
経
緯
を
述
べ
て
お
く
。

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
十
二
月
七
日
、
奥
医
師
多
紀
安
元
（
元
孝
）
は
、
幕
府
よ
り
借
り
た
神
田
佐
久
間
町
に
お
け
る
司
天
台
の
旧
地
に
、

（
喝
）

私
塾
「
踊
寿
館
」
を
設
け
、
医
師
の
子
弟
に
医
学
の
講
釈
を
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
許
可
を
得
た
。

安
元
（
元
考
）
は
其
の
翌
年
七
十
二
歳
で
没
し
、
嗣
子
藍
渓
（
元
恵
）
が
家
督
を
継
ぎ
、
跨
寿
館
の
督
事
を
相
続
し
た
。

蹄
寿
館
は
一
五
一
八
坪
の
土
地
に
建
て
ら
れ
、
講
堂
、
客
舎
応
接
所
、
食
堂
、
学
舎
（
寄
宿
所
）
、
学
習
室
（
蒋
息
軒
と
呼
ぶ
）
、
都
講
学
舎
、

（
４
）

教
授
学
舎
、
書
庫
、
薬
園
、
俗
事
役
住
宅
、
館
主
任
住
宅
を
備
え
た
大
規
模
な
構
成
を
持
っ
て
い
た
が
、
安
永
元
年
二
七
七
二
）
二
月
、
目

黒
行
人
坂
の
大
火
で
類
焼
す
る
と
い
う
不
運
に
遭
遇
し
た
。
そ
の
た
め
元
惠
は
蹄
寿
館
の
再
建
を
は
か
り
、
江
戸
中
の
医
師
か
ら
毎
年
一
・

二
匁
ず
つ
寄
付
銀
を
求
め
る
こ
と
を
幕
府
に
願
い
出
た
。

老
中
は
こ
の
願
い
を
聞
き
入
れ
て
、
安
永
二
年
、
大
目
付
に
通
達
を
出
し
て
江
戸
中
の
医
師
は
毎
年
銀
一
・
二
匁
を
医
学
館
へ
寄
付
さ
せ

（
略
）

る
こ
と
に
決
定
し
た
。
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打
ち
切
ら
れ
た
。

官
立
医
学
館

前
記
の
様
に
松
平
越
中
守
定
信
が
老
中
と
な
っ
て
、
寛
政
三
年
、
蹄
寿
館
が
官
立
医
学
校
「
医
学
館
」
と
な
っ
て
か
ら
、
当
時
、
腐
敗
堕

（
Ⅲ
）

落
し
た
医
師
が
横
行
し
て
い
た
風
潮
を
是
正
す
る
目
的
も
あ
っ
て
、
ま
た
特
に
官
医
の
質
の
向
上
は
急
務
と
考
え
ら
れ
て
、
医
学
館
は
官
医

の
教
育
機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
幕
府
か
ら
は
、
寛
政
三
年
十
月
、
下
級
官
医
に
対
し
て
医
学

（
肥
）

館
で
修
業
す
る
よ
う
布
告
が
発
せ
ら
れ
た
。

医
学
館
が
官
立
と
な
っ
て
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
百
日
教
育
は
廃
止
さ
れ
、
ま
た
江
戸
中
の
医
師
に
課
せ
ら
れ
た
医
学
館
へ
の
寄
付
も

其
の
名
も

う
に
し
た
。

が
講
義
さ
れ
た
。
第
四
に
、
生
徒
は
医
学
以
外
の
趣
味
娯
楽
等
は
一
切
禁
止
さ
れ
、
学
業
を
怠
る
者
は
退
学
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

反
面
、
強
い
志
を
持
ち
な
が
ら
貧
困
の
た
め
就
学
し
難
い
者
に
は
生
活
費
や
学
資
の
援
助
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
通
達
に
よ
っ
て
も
、
元
恵
の
医
学
教
育
に
対
す
る
高
い
見
識
と
強
い
情
熱
が
感
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
医
学
に
お
け
る
基
礎
教
育
の
重

要
さ
、
そ
の
た
め
に
は
古
典
を
徹
底
的
に
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
高
逼
な
理
想
を
持
っ
た
医
学
者
と
し
て
の
認
識
の
深
さ
が
う
か

が
え
る
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
多
紀
家
個
人
の
力
で
は
無
理
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
百
日
教
育
は
天
明
四
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
が
そ
の
た
め
の

費
用
は
膨
大
で
、
多
紀
家
の
財
産
も
尽
き
果
て
、
天
明
七
年
、
わ
ず
か
四
年
に
し
て
挫
折
し
た
。

幕
府
で
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
八
月
に
老
中
田
沼
意
次
は
罷
免
さ
れ
、
同
七
年
に
は
松
平
越
中
守
定
信
が
老
中
と
な
り
、
首
座
・
将
軍

補
佐
役
・
月
番
免
除
と
い
う
特
別
待
遇
に
抜
擢
さ
れ
た
。
定
信
は
元
惠
と
そ
の
息
元
簡
の
医
学
教
育
に
対
す
る
理
念
に
共
鳴
し
、
当
時
、
技

術
的
に
も
道
徳
的
に
も
堕
落
の
兆
し
が
現
れ
て
い
た
医
師
特
に
官
医
を
再
教
育
す
る
こ
と
を
考
え
、
寛
政
三
年
よ
り
、
蹄
寿
館
を
官
立
と
し
、

其
の
名
も
「
医
学
館
」
と
改
め
て
、
元
恵
を
督
事
と
し
て
教
育
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
と
し
、
校
務
の
一
切
は
幕
府
の
公
費
を
も
っ
て
賄
う
よ

（
四
）

更
に
ほ
ぼ
同
時
に
医
学
館
教
諭
の
辞
令
も
公
布
さ
れ
て
い
る
。
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（
鋤
）

官
立
医
学
館
の
講
義
は
翌
寛
政
四
年
正
月
二
十
五
日
よ
り
始
め
ら
れ
た
。
堀
田
正
敦
よ
り
目
付
に
そ
の
書
付
が
渡
さ
れ
て
い
る
。

（
皿
）

ま
た
寛
政
三
年
十
月
に
は
、
医
学
館
に
お
い
て
下
級
官
医
に
対
す
る
考
試
（
試
験
）
を
行
う
こ
と
を
布
告
し
て
い
る
。

医
学
館
に
お
け
る
医
学
考
試
に
つ
い
て
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
寛
政
三
年
に
布
告
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
資
料
は
寛
政
六
年

（
岨
）

の
記
録
並
び
に
大
田
南
畝
の
「
街
談
録
」
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

前
述
の
様
に
江
戸
中
期
以
後
に
お
け
る
医
師
の
生
活
の
実
態
は
「
仁
術
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
、
渡
世
第
一
の
躰
」
と
人
見
弥
右
衛
門
が

述
べ
て
い
る
よ
う
に
腐
敗
堕
落
が
甚
だ
し
く
、
こ
の
点
で
は
官
医
も
例
外
で
は
な
く
、
老
中
田
沼
意
次
の
重
商
主
義
的
政
治
情
勢
下
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
幣
は
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
い
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
世
相
に
立
ち
向
か
っ
て
政
治
経
済
の
立
て
直
し
を
は
か

り
、
武
士
や
貧
困
に
あ
え
ぐ
庶
民
・
農
民
を
救
う
こ
と
を
企
て
た
人
が
松
平
定
信
で
あ
っ
た
。
医
の
倫
理
の
確
立
も
ま
た
彼
の
視
野
の
中
に

松
平
定
信
は
医
の
倫
理
は
勿
論
、
当
時
に
於
け
る
医
師
達
の
学
・
術
の
向
上
を
も
切
に
求
め
て
い
た
。
定
信
の
考
え
る
医
と
は
、
学
・
術
．

道
を
兼
ね
備
え
た
人
格
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
多
紀
元
恵
の
志
す
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
定
信
と
元
恵
及
び
元
簡
と
の
結
び
つ

き
は
生
ま
れ
る
べ
く
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
先
ず
官
医
の
資
質
を
高
め
る
た
め
に
医
学
館
を
利
用
し
て
、
官
医
並
び
に
そ
の
子
弟
た
ち
を
教
育
し
、
試
験
を
し
て
そ
の
実
を

挙
げ
る
こ
と
を
考
え
た
。
既
に
寛
政
元
年
に
は
そ
の
た
め
の
触
れ
を
出
し
、
官
医
に
出
精
を
求
め
、
学
・
術
の
向
上
と
倫
理
の
確
立
を
う
な

り
、
武
士
や
貧
困
』

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

医
学
館
成
立
前
後
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
町
泉
寿
郎
氏
の
詳
細
な
報
告
が
あ
り
、
医
学
館
に
お
け
る
教
育
ま
た
考
試
の
目
的
等
、
甚

だ
核
心
を
つ
い
た
考
証
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
氏
の
所
論
の
一
部
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
み
に
と
ど
め
た
い
。
「
田
沼
政
治
を
否
定

し
、
幕
府
機
構
の
抜
本
的
改
革
を
め
ざ
し
た
松
平
定
信
の
も
と
で
、
官
僚
養
成
機
関
と
し
て
の
学
校
建
設
と
い
う
懸
案
は
、
新
た
な
局
面
を

迎
え
、
祖
侠
の
提
言
と
は
違
っ
た
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、
検
討
・
立
案
・
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
寛
政
三
年
に
官
医
多
紀
氏

（
犯
）
、
（
卵
）

が
し
て
い
る
。
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（
四
）

寛
政
三
年
十
月
の
通
達
に
よ
れ
ば
、
今
後
、
医
学
館
に
お
い
て
、
毎
年
春
秋
二
回
に
医
学
考
試
を
行
う
が
、
典
薬
頭
・
奥
向
き
の
面
々
・

法
印
・
法
眼
の
御
医
師
は
除
く
。
そ
の
他
、
二
十
歳
に
達
し
た
官
医
は
残
ら
ず
考
試
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
四
十
歳
以
上
の

御
医
師
は
受
験
の
必
要
は
な
く
、
た
だ
出
席
す
る
だ
け
で
よ
い
。
ま
た
平
常
医
学
館
で
勉
強
し
て
い
る
者
も
受
験
し
な
く
て
よ
い
。
更
に
、

考
試
に
あ
た
っ
て
は
、
難
問
を
出
し
た
り
誹
誇
す
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
な
い
か
ら
安
心
し
て
出
席
す
る
よ
う
述
べ
て
い
る
。

こ
の
通
達
に
よ
っ
て
考
試
を
受
け
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
者
は
、
具
体
的
に
は
寄
合
・
小
普
請
の
医
師
ま
た
は
官
医
の
子
弟
と
い
っ
た
中
下

（
い
）

級
の
官
医
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
医
師
は
任
意
に
出
席
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
た
が
強
制
さ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。
「
街
談
録
」
に
よ
れ
ば
、

寛
政
六
年
の
受
験
者
は
医
学
館
へ
の
出
席
が
悪
か
っ
た
者
た
ち
で
あ
る
と
い
う
。

「
松
平
定
信
の
改
革
は
、
こ
れ
ら
の
旧
来
の
権
威
（
註
半
井
・
今
大
路
）
を
剥
奪
し
、
か
わ
っ
て
官
立
学
校
を
設
け
、
登
用
試
験
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
幕
臣
へ
の
学
問
奨
励
・
風
儀
改
善
を
は
か
り
、
幕
臣
を
組
織
化
し
直
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
官
医
に
対

し
て
は
、
寛
政
元
年
の
通
達
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
ご
と
く
、
医
業
研
鎭
の
程
度
や
患
者
数
の
多
寡
と
い
う
基
準
に
し
た
が
っ
て
、
現
状

に
見
合
う
官
医
の
身
分
・
禄
高
の
瓢
陛
を
断
行
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
官
医
の
組
織
の
大
幅
な
改
革
が
行
わ
れ
た
の
ち
、

（
－
３
）

改
善
さ
れ
た
組
織
が
永
続
的
に
有
効
に
機
能
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
医
学
館
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」

町
氏
の
言
の
ご
と
く
、
官
立
医
学
館
の
設
立
の
目
的
は
、
世
襲
に
よ
る
医
術
の
低
下
や
権
力
集
中
を
抑
制
し
、
官
医
を
能
力
に
応
じ
て
昇

格
さ
せ
る
た
め
の
選
抜
機
関
と
し
て
の
性
格
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
人
の
奮
起
を
う
な
が
し
、
医
療
技
術
と
倫
理
の
向
上
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
医
学
考
試
も
そ
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

な
っ
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
」

「
松
平
定
信
の
改
革
は
、

の
私
的
な
学
塾
で
あ
っ
た
蹟
寿
館
が
医
学
館
と
し
て
官
立
化
さ
れ
、
後
れ
て
寛
政
九
年
に
林
家
の
私
塾
が
官
立
化
さ
れ
て
昌
平
坂
学
問
所
と

二
、
医
学
考
試
の
実
施
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こ
の
計
画
が
実
施
さ
れ
た
の
は
翌
寛
政
四
年
以
後
で
あ
ろ
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
寛
政
六
年
の
記
録
が
見
出
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

寛
政
六
年
の
記
録
は
「
寛
政
甲
寅
考
試
口
問
主
意
書
」
（
以
下
「
口
問
主
意
害
」
）
、
「
寛
政
甲
寅
考
試
問
答
一
件
調
書
」
（
以
下
「
問
答
一
件
調

書
」
）
、
「
寛
政
甲
寅
考
試
医
案
方
付
留
記
」
（
以
下
「
医
案
方
付
留
記
」
）
の
三
部
で
、
現
在
、
京
都
大
学
医
学
部
富
士
川
文
庫
に
保
存
さ
れ
て
い

寛
政
六
年
医
学
考
試
の
記
録

各
科
そ
れ
ぞ
れ
問
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
「
口
問
主
意
言
」
に
は
疾
病
の
診
断
・
処
置
・
薬
方
さ
ら
に
各
薬
方
の
適
応
症
、
鑑
別
診
断
、

語
意
等
、
広
範
囲
の
問
題
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
す
べ
て
に
解
説
が
施
さ
れ
て
い
る
。
「
口
問
主
意
書
」
設
定
の
目
的
は
、
各
試
験
官
の
間
に
お

け
る
設
問
並
び
に
解
答
の
評
価
に
つ
い
て
意
見
の
統
一
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

考
試
の
日
程
は
「
口
間
趣
意
害
」
に
は
、
末
尾
教
諭
た
ち
の
署
名
の
上
の
方
に
寅
九
月
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
問
答
一
件
調
書
」
に
も
同
様

末
尾
署
名
の
上
方
に
寅
九
月
と
書
か
れ
て
い
る
。
更
に
「
医
案
方
付
留
記
」
に
は
、
そ
の
凡
例
の
中
に
「
九
月
十
八
日
二
十
日
二
十
二
日
の

三
日
に
考
試
仕
り
候
て
：
．
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
ず
「
問
答
一
件
調
書
」
に
記
録
さ
れ
た
考
試
は
寛
政
六
年
九
月
十
八
日
以
前
に
実
施
さ

れ
、
改
め
て
十
八
日
か
ら
三
日
間
で
、
或
い
は
こ
の
期
日
に
と
ら
わ
れ
ず
「
医
案
方
付
留
記
」
の
考
試
が
実
施
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
川
）

大
田
南
畝
の
「
街
談
録
」
に
は
「
十
一
月
十
三
日
於
医
学
館
弁
書
仕
候
様
、
御
医
者
一
同
に
被
仰
渡
、
七
十
人
程
の
内
、
十
七
人
程
は
弁
書

呈
候
由
、
沙
汰
専
候
」
と
あ
り
「
弁
害
五
ケ
条
の
目
」
と
題
し
て
問
題
が
五
問
提
示
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
医
学
館
の
記
録
に
な
い
も
の
で
あ

り
、
実
際
こ
れ
が
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

「
口
問
主
意
害
」
に
記
録
さ
れ
た
問
題
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

る§
○

で
あ
っ
た
。

三
部
の
記
録
を
通
観
し
た
と
こ
ろ
、
試
験
科
目
は
本
科
、
小
児
科
、
外
科
、
口
科
の
四
科
に
分
か
れ
、
受
験
生
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
専
門

に
し
た
が
っ
て
受
験
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
各
科
の
受
験
者
数
は
本
科
が
十
名
、
小
児
科
六
名
、
外
科
四
名
、
口
科
二
名
、
合
計
二
十
二
名
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①
喉
痒
乳
蛾
之
事
、
②
重
舌
疾
包
差
別
之
事
、
③
走
馬
牙
宿
治
法
之
事
、
④
歯
齪
宣
露
之
事
、
⑤
世
に
云
舌
疽
の
事

本
道
之
部

①
人
参
敗
毒
散
・
参
蘇
飲
・
蕾
香
正
気
散
の
三
方
相
用
候
差
別
の
事
、
②
真
中
風
と
類
中
風
之
弁
別
井
治
法
大
意
之
事
、
③
中
暑
と
傷
暑

と
の
弁
別
井
治
法
之
事
、
④
乾
毒
乱
湿
霞
乱
の
差
別
井
治
法
之
事
、
⑤
自
汗
の
証
に
石
膏
を
用
可
申
証
附
子
を
用
可
申
証
黄
耆
を
用
可

申
証
有
之
差
別
如
何
之
事
、
⑥
香
蘇
散
・
八
解
散
・
不
換
金
正
気
散
之
三
方
共
に
感
冒
に
用
候
薬
方
二
候
用
分
ヶ
候
差
別
如
何
之
事
、
⑦

補
中
益
気
湯
・
六
君
子
湯
・
異
功
散
皆
補
脾
の
剤
に
て
三
方
用
様
差
別
如
何
心
得
候
哉
の
事
、
⑧
外
感
之
証
に
汗
を
発
候
而
宜
キ
証
。
又

汗
を
発
し
候
て
は
不
宜
証
有
之
候
此
差
別
は
如
何
に
候
哉
之
事
、
⑨
尿
血
と
血
淋
と
の
差
別
如
何
心
得
候
哉
之
事
、
⑩
水
腫
に
虚
腫
と

実
腫
と
差
別
見
分
方
心
得
は
如
何
に
候
哉
之
事

問
題

①
擁
疽
涛
別
之
事
、
②
癬
疽
五
発
之
事
、
③
膿
之
有
無
井
二
深
浅
涛
別
之
事
、
④
附
骨
疽
多
骨
疽
之
事
、
⑤
金
瘡
腸
出
候
手
充
之
事
、
⑥

藤
疽
虚
実
癖
別
之
事
、
⑦
庁
瘡
と
類
庁
と
の
涛
別
之
事
、
⑧
魚
口
便
毒
癖
別
之
事
、
⑨
金
瘡
出
血
不
止
手
充
之
事

①
小
児
生
下
之
時
其
児
之
稟
受
厚
薄
二
付
手
充
用
薬
之
心
得
如
何
之
事
、
②
痘
瘡
序
熱
之
癖
別
如
何
心
得
候
哉
之
事
、
③
痘
瘡
虚
実
之

看
法
大
概
之
事
、
④
急
驚
風
と
慢
驚
風
之
差
別
井
治
法
心
得
大
法
如
何
之
事
、
⑤
泄
潟
の
証
に
七
味
白
元
散
・
胄
苓
湯
・
附
子
理
中
湯
用
法

之
差
別
如
何
之
事
、
⑥
膀
風
撮
口
は
一
病
に
て
候
哉
又
別
病
に
候
哉
之
事
、
⑦
小
児
之
澗
と
驚
風
と
一
病
に
て
候
哉
又
別
病
に
て
候
哉

之
事
、
⑧
痘
疹
寒
戦
咬
牙
を
発
候
は
虚
実
に
属
し
候
哉
毒
盛
に
属
し
候
哉
之
事
、
⑨
小
児
継
病
卜
宿
病
卜
見
分
如
何
之
事
、
⑩
五
軟
之
義

如
何
之
事
、
⑪
小
児
変
蒸
墨
積
之
発
熱
と
外
感
之
発
熱
と
癖
別
如
何
之
事
、
⑫
虚
痘
実
痘
、
初
中
末
手
充
差
別
之
事

小
児
科
之
部

如
何
之
事

外
科
之
部

口
科
之
部
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本
科

久
保
玄
長
寄
合
御
医
師
三
九
歳
、
内
田
玄
勝
同
三
五
歳
、
上
領
玄
碩

谷
蕪
庵
同
四
○
歳
、
松
井
素
庵
寄
合
御
医
師
長
庵
悴
不
明
、
村
岡
玄
超

御
医
師
三
五
歳
、
池
田
玄
隆
同
三
四
歳
、
木
村
簡
元
同
三
一
歳

本 の
順
…

受
験
者
名

「
問
答
一
件
調
書
」
に
は
初
め
に
「
寛
政
甲
寅
考
試
姓
名
」
と
題
し
て
各
科
別
に
受
験
者
の
官
位
と
姓
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
年
齢
は
寛

（
画
）
（
Ｍ
）

政
六
年
当
時
の
年
齢
で
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
「
官
医
家
譜
」
を
も
と
に
筆
者
が
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
．
（
以
下
氏
名
、
官
位
、
推
定
年
齢

多
紀
永
寿
院
、
多
紀
安
長
、
山
本
宗
英
、
吉
田
快
庵
、
桂
川
甫
周
、
山
崎
宗
運

こ
の
内
、
多
紀
永
寿
院
元
恵
は
館
長
。
多
紀
安
長
は
元
恵
の
子
元
簡
で
、
父
を
補
佐
し
た
。
他
の
四
名
は
医
学
館
教
授
で
、
多
紀
安
長
・

山
本
宗
英
・
吉
田
快
庵
の
三
名
は
本
考
試
の
試
験
官
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
医
案
方
付
留
記
」
に
相
談
（
指
導
者
）
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て

指
導
医
名

い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

で
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
口
問
主
意
書
」
の
末
尾
に
は

（
５
の
三
五
九
頁
）
、
（
６
）

医
学
館
発
足
当
時
の
講
師
は
杉
浦
玄
徳
、
福
井
楓
亭
、
多
紀
桂
山
（
元
簡
）
、
山
本
宗
英
、
田
村
元
長
、
吉
田
快
庵
の
六
名
で
あ
っ
た
。

（
７
）

橋
本
昭
彦
氏
は
氏
の
著
書
の
中
で
「
口
問
主
意
害
」
に
お
け
る
三
六
の
設
問
を
次
の
様
な
四
つ
の
類
型
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

ａ
・
病
症
の
看
別
・
診
断
（
二
十
二
題
）
、
ｂ
・
薬
物
の
弁
別
（
四
題
）
、
Ｃ
・
治
療
の
方
法
（
八
題
）
、
ｄ
・
語
意
解
説
（
二
題
）

問
題
は
す
べ
て
日
常
臨
床
で
度
々
遭
遇
す
る
よ
う
な
具
体
的
な
問
題
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
専
門
医
と
し
て
の
基
礎
的
な
知
識
を
試
す
目
的

の
末
尾
に
は
六
名
の
指
導
医
の
姓
名
が
次
の
よ
う
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。

同
三
八
歳
、
中
川
隆
玄
御
番
医
師
三
九
歳
、
熊

御
番
御
医
師
孝
運
悴
三
七
歳
、
田
中
俊
川
小
普
請
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外同 小
児
科

本
康
寿
仙

合
計
二
十
二
名

「
問
答
一
件
調
書
」

「
問
答
一
件
調
書
」
は
「
口
問
主
意
書
」
に
列
記
さ
れ
た
問
題
の
中
か
ら
数
題
を
選
び
、
受
験
者
に
口
頭
で
解
答
さ
せ
、
そ
の
解
答
に
対
し

て
採
点
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
問
答
一
件
調
書
」
に
は
考
試
の
方
法
が
「
品
評
凡
例
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
記
録
に
も

一
、
す
べ
て
答
の
主
旨
は
墨
で
記
録
し
、
品
評
は
朱
書
で
記
録
し
た
。
（
品
評
の
）
見
出
し
と
し
て
各
條
の
頭
に
圏
を
加
え
た
。
即
ち
○
は

上
、
⑪
は
中
、
●
は
下
で
あ
っ
て
、
至
っ
て
良
く
な
い
も
の
は
●
●
、
至
っ
て
良
い
も
の
は
○
○
と
し
た
。

一
、
受
験
生
は
生
ま
れ
つ
き
の
性
格
も
あ
り
一
様
で
は
な
い
が
、
先
ず
気
後
れ
し
て
平
生
心
得
て
い
る
こ
と
も
、
う
ま
く
言
え
な
い
事
も

あ
る
の
で
、
そ
の
意
味
を
察
し
て
品
評
し
た
。
勿
論
、
中
に
は
気
丈
で
十
分
申
し
述
べ
ら
れ
る
者
も
あ
る
が
、
反
面
、
至
っ
て
内
気
な
者
は

一
向
に
答
え
ら
れ
ぬ
者
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
平
生
心
が
け
て
学
問
に
励
ん
で
い
る
者
は
答
の
様
子
で
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
勿
論
、
こ
の
た
び
の
考
試
に
十
分
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
者
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
年
齢
に
も
よ
る
も
の
で
、
若
年
の
者
の
中
に
は
こ
れ

か
ら
勉
強
す
れ
ば
後
に
は
ず
い
ぶ
ん
良
い
医
師
に
な
れ
そ
う
な
者
も
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
内
気
な
者
で
、
始
め
て
厳
重
な
席
へ
出
た
た
め

て
採
点
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
「

と
づ
い
て
手
順
の
概
要
を
述
べ
る
。

口
科

吉
田
俊
宅
寄
合
御
医
師
三
三
歳
、
吉
田
栄
全
寄
合
御
医
師
栄
元
悴
不
明
、
岡
了
節
小
普
請
御
医
師
三
一
歳
、
木
村
玄
長

三
一
歳
、
村
上
良
元
同
四
○
歳
、
町
谷
玄
詮
同
二
六
歳

村
山
元
格
御
番
医
師
一
三
歳
、
岡
田
東
淵
同
三
九
歳
、
曽
谷
玄
梁
小
普
請
御
医
師
二
八
歳
、
増
山
養
甫
同
三
六
歳

科

小
普
請
御
医
師
三
四
歳
、
本
康
碩
寿
同
碩
庵
悴
不
明
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氏
名
官
位
試
問
番
号
素
読

一
二
三
四
五

久
保
玄
長
寄
合
医
師
●
⑱
●
●
●
○

コ
～
五
問
、
こ
の
答
相
当
仕
ら
ず
候
」
と
あ
り
、
第
五
間
に
は
、
「
老
人
に
て
も
虚
寒
陽
脱
の
証
に
は
附
子
多
く
相
用
い
候
こ
と
御
座
候
。

老
人
に
附
子
用
い
申
さ
ず
候
と
申
し
候
は
、
別
し
て
心
得
違
い
に
御
座
候
」
と
あ
る
。

本
科

圏
を
用
い
て
印
を
付
し
た
。

萎
縮
し
て
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
は
、
今
後
、
場
馴
れ
す
れ
ば
思
っ
て
い
る
事
を
十
分
述
べ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
修
行

の
ほ
ど
は
自
然
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
考
試
を
再
三
受
け
な
く
て
は
真
面
目
が
分
か
ら
な
い
者
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
人
は
来
春
の
考
試
に
お
い
て
ま
た
そ
の
よ
う
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
度
の
考
試
に
つ
い
て
は
一
応
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

て
、
そ
の
ま
ま
論
定
し
て
記
録
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

「
問
答
一
件
調
書
」
の
問
題
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
本
道
が
十
問
、
小
児
科
十
二
問
、
外
科
九
問
、
口
科
五
問
の
中
か
ら
数
問
を
選
び
、
受

験
者
に
諮
問
し
て
口
頭
で
解
答
さ
せ
、
そ
の
答
に
対
し
て
品
評
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
更
に
す
べ
て
の
受
験
者
に
対
し
て
古
典
の
素
読
を
さ

せ
、
そ
れ
を
評
価
の
参
考
と
し
て
い
る
。
素
読
は
「
素
問
」
の
第
一
篇
か
ら
第
二
十
五
篇
ま
で
の
内
、
比
較
的
初
め
の
篇
の
中
か
ら
一
篇
が

選
ば
れ
、
そ
の
一
部
を
読
ま
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
外
科
の
二
名
の
み
に
は
南
宋
・
陳
自
明
著
『
外
科
精
要
」
の
う
ち
騎
馬
竹
馬
灸
法
の

素
読
が
課
せ
ら
れ
た
。
な
お
素
読
に
対
し
て
は
品
評
の
み
あ
り
、
圏
に
よ
る
採
点
は
な
か
っ
た
の
で
、
品
評
に
も
と
づ
い
て
筆
者
が
同
様
の

「
問
答
一
件
調
書
」
に
お
け
る
設
問
・
成
績
並
び
に
素
読
の
評
価

そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
者
に
対
す
る
試
問
は
番
号
を
持
っ
て
表
し
、
そ
の
解
答
に
対
す
る
品
評
は
定
め
ら
れ
た
圏
を
持
っ
て
表
す
。
又
、
解
答

に
対
す
る
批
評
は
主
要
部
分
を
選
ん
で
「
小
字
」
で
記
し
た
。
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内
田
玄
勝
同
○
●
⑱
●
○
○

第
四
問
の
評
。
「
こ
の
答
並
び
に
方
付
と
も
相
当
仕
ら
ず
候
。
そ
の
う
ち
乾
雲
乱
の
吐
強
き
は
白
虎
湯
、
悪
急
な
る
は
附
子
理
中
湯
と
の
義
、

白
虎
湯
は
実
熱
を
治
し
候
寒
冷
の
薬
に
て
御
座
候
。
附
子
理
中
湯
は
虚
寒
を
治
し
候
温
補
の
薬
に
て
御
座
候
。
こ
の
二
方
氷
炭
の
違
い
に
候

処
、
乾
窪
乱
に
用
い
申
し
候
と
の
義
は
意
相
聞
こ
え
申
さ
ざ
る
事
に
御
座
候
」

上
領
玄
碩
同
●
●
●
●
●
●
○

「
病
証
の
見
分
け
は
療
治
の
要
務
に
候
処
、
わ
き
ま
え
申
さ
ず
候
と
の
答
は
い
か
が
に
御
座
候
」

中
川
隆
玄
御
番
医
師
○
●
⑪
●
●
●
○

「
隆
玄
義
、
療
治
移
し
く
手
が
け
随
分
出
精
仕
り
候
え
ど
も
、
一
体
の
修
行
は
薄
く
相
見
申
し
候
」

熊
谷
群
庵
同
○
●
●
●
○
○
○

「
こ
の
答
宜
し
く
候
。
し
か
し
な
が
ら
豚
ば
か
り
に
て
弁
別
仕
り
、
見
証
に
て
の
差
別
無
く
御
座
候
は
い
か
が
に
御
座
候
。
一
体
、
答
の
趣

を
相
考
え
候
処
、
修
行
の
ほ
ど
碇
と
仕
ら
ず
、
才
気
も
十
分
に
こ
れ
な
く
候
え
ど
も
、
療
治
出
精
は
仕
り
候
趣
に
相
見
申
し
候
」

松
井
素
庵
寄
合
医
師
長
庵
悴
⑪
●
●
⑱
●
●
●
●
○

「
虚
に
も
表
裏
陰
陽
之
あ
り
、
実
に
も
表
裏
陰
陽
之
あ
り
候
。
唯
、
虚
実
と
ば
か
り
に
て
は
一
概
に
候
。
そ
の
内
、
実
証
は
石
膏
附
子
と
申

し
候
答
、
別
し
て
如
何
に
御
座
候
。
石
膏
附
子
氷
炭
の
差
別
を
弁
え
申
さ
ず
候
と
相
見
申
し
候
」

村
岡
玄
超
御
番
御
医
師
孝
運
悴
⑪
⑱
●
●
●
○
○

六
七
八
九
十

田
中
俊
川
小
普
請
御
医
師
○
○
○
⑪
○
●
○

「
一
体
常
に
心
掛
け
篤
く
、
医
学
医
術
と
も
に
研
究
罷
り
あ
り
候
義
と
相
見
え
申
し
候
。
年
若
に
候
間
、
猶
ま
た
こ
の
上
出
精
仕
り
候
い
て
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吉
田
俊
宅
寄
合
御
医
師

吉
田
栄
全
同

抜
群
の
者
に
も
相
成
る
べ
き
や
に
存
じ
奉
り
候
」

池
田
玄
隆
同
⑪
⑪
●
●
●
●
●

第
八
問
に
対
す
る
答
。
手
足
微
冷
す
る
も
の
は
か
る
く
発
汗
す
べ
し
。
不
換
金
を
用
い
申
し
候
。
参
蘇
飲
は
強
過
ぎ
申
し
候
。
発
散
す
べ

か
ら
ざ
る
症
は
病
人
に
対
し
申
さ
ず
候
て
は
弁
別
つ
か
ま
つ
り
兼
ね
申
し
候
。

「
こ
の
答
、
何
と
申
し
候
義
に
候
や
相
分
か
り
申
さ
ず
候
。
病
人
に
対
し
申
さ
ず
候
ひ
て
は
弁
別
な
り
兼
ね
候
義
も
之
あ
り
候
こ
と
に
候

へ
ど
も
、
一
通
り
演
説
仕
り
難
き
と
申
す
ほ
ど
の
事
に
も
御
座
無
く
候
。
畢
寛
、
心
得
之
無
き
故
と
存
じ
奉
り
候
」

小
児
科

簡
元
答
。
口
文
五
ケ
条
共
答
は
お
断
り
申
し
候
。
私
義
博
覧
は
仕
り
候
え
ど
も
、
窮
究
仕
ら
ず
候
間
お
断
り
申
し
候
。
素
読
同
様

「
右
五
ケ
条
の
口
問
一
ケ
条
も
答
申
さ
ず
候
。
如
何
様
に
も
心
得
候
丈
相
答
候
様
再
三
申
し
間
か
せ
候
え
ど
も
、
答
申
さ
ず
、
読
書
も
同
様

に
御
座
候
。
医
案
方
付
弐
ヶ
条
は
休
息
所
に
お
い
て
仕
り
候
・
別
冊
に
認
め
こ
れ
有
り
候
。

右
簡
元
義
、
医
案
法
付
の
趣
を
以
っ
て
相
考
え
候
処
、
常
に
医
術
修
行
心
掛
け
罷
り
あ
り
候
と
相
見
申
し
候
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
性
得
そ

の
内
気
に
付
、
初
め
て
厳
重
な
る
席
上
へ
罷
り
出
で
、
胸
中
腺
朧
と
仕
り
候
様
子
に
て
答
一
向
出
申
さ
ず
候
。
右
に
つ
き
、
評
論
に
及
び
申

さ
ず
候
。
此
れ
以
後
、
場
馴
れ
候
て
答
も
出
来
仕
る
べ
き
や
に
存
じ
奉
り
候
。
依
っ
て
、
今
一
応
来
春
考
試
仕
り
候
は
ば
相
分
か
り
申
す
べ

き
や
に
存
じ
奉
り
候
」

氏
名 木

村
簡
元
同

官
位

試
問
番
号

一
一
一

⑪
⑪
●

⑱
⑪
○①三
○

四○○
○

○●五
○

○○
○

素
読
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一
九
十
十
一
十
二

木
村
元
長
同
○
○
⑪
○
○
○
○

「
元
長
義
、
年
若
に
は
御
座
候
へ
ど
も
療
治
多
く
手
が
け
出
精
仕
り
候
ほ
ど
こ
れ
あ
り
、
答
の
趣
何
れ
も
よ
ろ
し
く
御
座
候
。
才
気
も
之
有

り
候
者
に
つ
き
才
を
侍
し
、
自
許
自
負
仕
り
候
心
を
屈
し
、
恥
じ
ず
下
問
し
、
こ
の
上
志
篤
く
研
究
仕
り
候
は
ば
お
い
お
い
抜
群
の
御
医
師

に
罷
り
な
り
申
す
べ
く
存
知
奉
り
候
」

八
九
十
十
一
十
二

村
上
良
元
同
⑪
●
●
●
●
●
●
●
●
●

「
良
元
義
は
村
上
家
と
唱
え
、
世
上
に
て
庖
瘡
専
門
の
家
と
心
得
罷
り
あ
り
候
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
痘
瘡
見
申
さ
ず
候
て
は
演
説
な
り
か
ね

候
と
の
答
は
如
何
の
こ
と
に
候
や
。
胸
中
に
心
得
お
り
申
さ
ず
候
て
は
眼
に
見
候
て
も
口
頭
に
演
じ
か
ね
申
す
べ
く
候
。
胸
中
に
心
得
お
り

候
へ
ば
、
大
凡
の
義
は
察
し
候
て
申
し
述
べ
候
義
相
成
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
右
様
の
答
は
畢
寛
短
才
の
上
、
心
掛
け
薄
き
故
と
存
知
奉
り
候
。

中
年
に
も
相
成
り
申
す
べ
き
や
の
と
こ
ろ
、
傍
ら
以
っ
て
い
か
が
わ
し
き
こ
と
に
御
座
候
」

町
谷
玄
詮
同
○
○
●
●
●
○
●

「
元
詮
義
、
答
の
趣
を
持
っ
て
相
考
え
候
処
、
学
術
出
精
仕
り
候
と
申
す
ほ
ど
に
は
相
見
え
申
さ
ず
候
。
さ
り
な
が
ら
、
一
体
器
用
者
に
て

「
こ
の
者
常
に
心
掛
け
よ
ろ
し
く
、
不
断
研
究
仕
り
候
と
相
見
え
、
答
の
趣
き
安
ら
か
に
相
聞
こ
え
候
。
引
き
続
き
出
精
仕
り
候
は
ぱ
抜
群

の
御
医
師
に
相
成
り
申
す
べ
く
存
知
奉
り
候
」

一
二
六
七
八

岡
了
節
小
普
請
医
師
○
○
⑪
○
○
○

「
一
体
療
治
多
く
手
が
け
罷
り
あ
り
候
て
、
出
精
仕
り
候
ほ
ど
に
は
相
見
え
、
答
の
趣
安
ら
か
に
相
聞
こ
え
候
。
し
か
し
な
が
ら
才
気
格
別

「
一
体
療
治
多
く
手
が
け
罷
り

と
申
す
ほ
ど
に
は
御
座
無
く
候
」
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氏
名
官
位
試
問
番
号
素
読

一
二
三
四
五

村
山
元
格
御
番
医
師
⑱
●
●
●
●
●
●
●

「
読
書
仕
る
べ
き
旨
申
し
間
か
せ
候
処
、
右
の
通
り
堅
く
相
断
り
申
し
候
。
強
い
て
読
み
を
為
し
候
て
は
、
そ
の
迷
惑
な
る
様
子
に
つ
き
、

そ
の
意
に
任
せ
候
義
に
て
御
座
候
。
畢
寛
、
蕃
流
主
張
仕
り
候
故
、
唐
土
の
書
読
み
候
に
及
ば
ず
と
申
し
候
主
意
の
よ
う
に
相
見
え
候
へ
ど

も
、
薬
品
蕃
名
等
を
承
り
候
所
、
是
、
以
っ
て
碇
と
心
得
罷
り
あ
る
様
に
も
相
聞
こ
え
申
さ
ず
候
・
若
し
強
い
て
読
み
を
為
し
仕
り
候
ハ
バ
、

先
達
て
仰
せ
渡
し
候
に
も
恥
辱
に
当
た
り
候
様
な
る
義
は
仕
り
ま
じ
く
と
の
義
も
御
座
候
御
事
に
つ
き
、
蕃
書
も
用
意
仕
り
置
き
候
へ
ど
も
、

外候
間

、

科 以

の
ご
と
く
、

な
く
候
は
、

知
奉
り
候
」

す
べ
て
何
事
も
先
入
主
と
な
り
申
す
事
に
つ
き
、
先
入
の
義
も
大
切
に
御
座
候
。
元
格
に
限
り
申
さ
ず
、
一
同
に
一
生
を
誤
り
候
義
御
座

候
。
元
格
義
、
幼
年
家
督
に
候
処
、
家
業
の
世
話
仕
り
候
者
御
座
無
く
候
故
、
酒
井
修
理
大
夫
家
来
、
杉
田
玄
白
と
申
す
者
に
相
談
仕
り
候

へ
ど
も
、
こ
の
玄
白
、
蕃
流
と
申
す
事
に
て
、
一
体
は
如
何
仕
り
候
や
。
文
字
辺
の
義
は
一
向
構
い
申
さ
ず
。
た
だ
療
治
の
仕
方
を
口
授
の

み
仕
り
、
病
人
を
眼
に
て
見
候
ば
か
り
に
て
仕
込
み
候
故
、
家
業
向
き
の
義
、
是
に
て
事
済
候
事
と
相
心
得
、
唐
土
の
書
に
載
り
候
医
術
は

迂
遠
の
こ
と
の
み
に
て
用
立
ち
申
さ
ず
、
そ
の
上
、
外
科
は
術
に
候
間
、
文
字
は
要
り
申
さ
ず
候
様
見
識
相
立
て
候
義
と
存
知
奉
り
候
。

右
の
主
意
ゆ
え
、
治
療
多
く
仕
り
候
て
も
見
聞
を
ひ
ろ
め
候
文
字
を
読
み
申
さ
ず
候
間
、
新
智
を
益
し
候
事
一
向
に
出
来
仕
ら
ず
、
右
答

の
ご
と
く
、
行
き
届
き
申
さ
ず
候
こ
と
ど
も
多
く
こ
れ
有
り
候
。
こ
の
者
に
限
り
申
さ
ず
、
幼
年
家
督
に
て
家
業
向
き
世
話
仕
り
候
者
こ
れ

な
く
候
は
、
皆
落
着
仕
ら
ざ
る
者
に
相
成
り
候
類
、
是
ま
で
見
聞
仕
り
候
・
以
来
、
斯
様
の
類
、
取
り
計
ら
い
方
も
御
座
あ
る
べ
き
や
に
存

こ
れ
ま
た
読
み
を
為
し
申
さ
ず
候
。

以
来
勉
励
仕
り
候
は
ば
、
才
気
伸
び
た
ち
上
達
仕
る
べ
き
者
に
て
御
座
候
」
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氏
名
官
位
試
問
番
号
素
読

一
二
三
四
五

本
康
寿
仙
小
普
請
御
医
師
●
●
●
●
●
○
●
○

「
右
寿
仙
義
は
未
だ
年
若
に
て
候
問
、
未
だ
療
治
多
く
取
り
扱
い
申
さ
ず
、
且
、
一
体
に
小
気
者
に
相
見
え
申
し
候
て
、
一
向
に
畏
縮
仕
り
、

心
得
罷
り
あ
り
候
義
も
演
説
仕
り
か
ね
候
様
子
に
相
見
申
し
候
。
よ
っ
て
こ
の
度
の
考
試
に
は
碇
と
相
分
ち
兼
ね
申
し
候
」

薄
く
相
聞
一

口
科

増
山
養
甫
同
●
●
⑪
⑱
●
○

第
九
間
に
対
す
る
養
甫
の
答
。
如
何
様
に
血
止
め
用
い
候
え
ど
も
止
み
申
さ
ざ
る
者
之
あ
り
候
。
こ
の
間
も
見
受
け
候
え
ど
も
之
ま
で
致

し
覚
え
申
し
候
止
め
方
御
座
無
く
候
。

「
取
飾
り
申
さ
ず
正
直
な
る
答
に
御
座
候
。
し
か
し
な
が
ら
一
通
り
血
止
め
用
い
候
て
も
止
ま
り
申
さ
ず
、
と
ば
か
り
に
て
は
余
り
心
掛
け

薄
く
相
聞
こ
え
申
し
候
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
外
一
体
治
療
の
法
は
相
心
得
お
り
候
趣
に
相
見
申
し
候
」

曽
谷
玄
梁

．
体
、

知
奉
り
候
」

岡
田
東
淵
同
○
●
●
⑱
●
○
⑱
○

「
（
金
創
腸
出
不
収
者
）
収
ま
り
申
さ
ざ
る
者
は
周
り
ば
か
り
縫
い
そ
の
ま
ま
巻
置
き
候
と
申
す
は
義
は
如
何
に
候
。
且
そ
れ
に
て
も
収
ま
り

申
さ
ざ
る
は
、
腸
出
候
を
切
り
捨
て
候
と
申
す
義
は
決
し
て
是
あ
る
ま
じ
き
こ
と
に
御
座
候
。
尤
も
膜
に
て
も
御
座
あ
る
べ
き
や
と
申
し
候

は
尤
も
に
御
座
候
。
膜
と
申
し
候
は
主
意
害
中
に
認
め
置
き
候
膏
の
こ
と
と
相
聞
き
候
」

一
四
五
六
七

曽
谷
玄
梁
小
普
請
御
医
師
○
○
○
○
○
●
○

コ
体
、
答
の
趣
相
考
え
候
処
、
平
日
学
術
と
も
に
心
掛
け
篤
く
、
出
精
仕
り
罷
り
あ
り
候
と
相
見
え
、
後
に
御
用
立
ち
申
す
べ
き
者
と
存
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本
康
碩
寿
同
碩
庵
悴
⑪
⑪
⑪
⑪
●
●

「
右
碩
寿
義
も
一
体
実
貞
に
相
見
え
小
気
者
に
て
候
ゆ
え
、
畏
縮
仕
り
候
て
、
心
得
罷
り
あ
る
義
も
演
説
成
し
難
き
趣
に
相
見
え
申
し
候
。

薬
方
暗
記
仕
り
お
り
候
を
見
候
へ
ば
、
家
伎
の
み
心
得
罷
り
あ
り
候
様
子
に
御
座
候
。
ひ
ろ
く
学
び
候
は
ば
、
お
い
お
い
上
達
も
仕
る
べ
き

次
に
実
施
さ
れ
た
「
医
案
方
付
留
記
」
は
い
わ
ば
実
技
の
筆
記
試
験
で
あ
る
。
こ
の
試
験
の
目
的
は
臨
床
に
お
け
る
診
断
並
び
に
処
置
の

能
力
を
試
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
実
技
の
採
点
は
特
に
は
な
い
が
、
回
答
に
対
す
る
講
評
の
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

試
験
の
方
法
は
、
先
ず
試
験
官
が
医
学
館
を
訪
れ
た
患
者
の
中
か
ら
適
当
な
症
例
を
選
び
、
そ
の
患
者
に
つ
い
て
病
状
を
調
べ
、
医
案
を

述
べ
て
処
方
を
決
定
し
、
治
療
の
結
果
、
患
者
が
完
治
す
れ
ば
そ
の
医
案
と
方
は
正
し
い
も
の
と
認
め
、
こ
れ
を
症
例
と
し
て
受
験
者
に
提

示
し
、
そ
の
症
例
に
対
す
る
医
案
と
方
を
各
自
の
考
え
で
取
り
ま
と
め
、
筆
録
し
て
提
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
症
例
は
二
十
一
例
、
問
題

は
二
十
二
問
に
及
ぶ
。
問
題
が
症
例
よ
り
一
題
多
い
の
は
、
小
児
科
と
外
科
に
共
通
す
る
症
例
が
一
例
あ
る
た
め
で
あ
る
。

試
験
日
は
九
月
十
八
、
二
十
、
二
十
二
日
の
三
日
間
に
二
十
一
人
（
小
児
科
の
岡
了
節
欠
席
）
を
三
班
に
分
け
て
試
験
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
同
じ
病
状
を
数
カ
所
に
出
す
事
は
非
常
に
煩
雑
な
事
な
の
で
、
日
割
に
か
か
わ
ら
ず
一
症
例
を
同
時
に
数
人
に
提
示
し
て
医
案
と
処
方

合
計
二
十
二
名

上
記
の
よ
う
に
、
各
科
別
に
問
題
を
出
し
、
受
験
者
の
解
答
を
口
頭
で
述
べ
さ
せ
て
い
る
。
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
に
つ
い
て
試
験
官
は

意
見
を
述
べ
、
採
点
を
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
受
験
者
の
誤
り
を
正
し
、
む
し
ろ
彼
ら
を
導
い
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
問
題

は
平
均
五
問
で
あ
る
が
各
人
に
出
さ
れ
た
問
題
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
そ
し
て
試
問
の
最
後
に
は
講
評
を
述
べ
、
各
人
の
家
庭
環
境

や
家
業
の
指
導
者
の
こ
と
や
、
あ
る
い
は
年
齢
、
性
格
や
日
頃
の
臨
床
実
技
、
学
問
、
読
書
に
至
る
ま
で
親
身
に
考
慮
し
、
最
後
に
は
学
術

の
学
び
方
、
将
来
へ
の
期
待
や
心
得
ま
で
諭
し
て
い
る
。

や
に
御
座
候
」

の
学
び
方
、
将
来

「
医
案
方
付
留
記
」



田
口
科
の
部
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③
九
歳
。

外
科
の
部

本
道
の
部

①
男
、

小
児
科
の
部

を
記
述
さ
せ
て
い
る
。
設
問
は
一
人
当
た
り
一
乃
至
二
題
が
出
さ
れ
て
い
る
。

医
案
の
書
法
に
つ
い
て
は
和
文
で
も
漢
文
で
も
勝
手
次
第
と
し
、
意
義
の
み
問
う
こ
と
と
し
、
文
章
の
良
否
は
評
価
の
対
象
外
と
し
た
。

試
験
の
問
題
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
全
文
を
載
せ
る
と
あ
ま
り
に
長
文
と
な
る
の
で
要
点
の
み
摘
出
し
て
記
載
す
る
。

①
五
十
歳
婦
人
。
四
年
前
よ
り
左
半
身
麻
痒
感
あ
り
。
当
年
左
耳
後
腫
れ
左
眼
に
及
ぶ
。
激
痛
。
化
膿
し
、
潰
瘍
と
な
り
腐
肉
三
四
塊
出

る
。
脈
中
位
に
あ
り
細
数
有
力
。

②
三
歳
児
。
六
月
左
腿
の
付
根
腫
れ
、
一
月
膳
た
だ
れ
膿
出
づ
．
三
月
大
便
よ
り
も
排
膿
す
。
右
脇
下
も
腫
れ
る
。
気
分
重
し
。
飲
食
不

好
。
扇
痩
。
時
々
発
熱
。
脈
中
位
に
浮
数
有
力
。
小
児
科
①
の
患
者
。

③
五
・
六
年
前
便
毒
。
去
月
陰
茎
箔
瘡
。
茎
根
と
肛
門
前
に
瘡
、
膿
水
出
づ
。
脈
沈
。

④
男
子
。
去
年
暮
右
眉
上
に
小
瘡
。
三
月
、
眼
胞
腫
れ
、
物
見
え
ず
。
頭
痛
、
憎
寒
、
飲
食
普
通
。
眼
充
血
無
し
。
脈
浮
。

①
三
歳
．
左
鼠
径
部
に
大
き
な
塊
。
膳
た
だ
れ
膿
出
る
。
大
便
に
膿
出
る
。
扇
痩
。
飲
食
不
好
。
乳
を
呪
う
。
発
汗
あ
り
。
脈
浮
数
有
力
．

②
十
三
歳
男
子
。
患
を
下
す
。
肛
門
内
に
塁
多
く
い
る
。
排
便
時
蛆
虫
を
下
す
。

③
九
歳
。
外
邪
癒
え
て
後
、
陰
嚢
腫
大
、
歩
行
障
害
あ
り
。
飲
食
平
。
腹
部
軟
。
脈
微
数
。
気
分
菫
。

①
男
、
背
部
よ
り
小
腹
に
か
け
て
痛
む
。
上
逆
し
手
足
厭
冷
す
。
町
で
気
絶
し
た
。
脈
沈
細
無
力
。

②
四
十
二
歳
男
、
冬
ご
と
に
咳
が
で
る
。
今
年
喀
血
す
。
体
が
温
ま
る
と
咳
が
出
る
。
脈
浮
数
無
力
。

③
二
十
七
歳
女
。
側
身
痛
。
咳
。
梅
核
気
。
頻
尿
。
気
逆
。
脈
沈
弦
遅
微
力
。
膳
の
左
に
硬
結
動
気
。
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本
道
の
部

外
科
の
部

小
児
科
の
部

口
科
の
部

①
処
方
療
治
・
野
間
玄
琢
、
外
冶
・
丸
山
昌
貞
、
相
談
・
山
本
宗
英

②
処
方
・
丸
山
昌
貞
、
内
冶
前
條
方
付
有
之
候
・
篠
崎
三
伯
、
相
談
・
多
紀
安
長

③
内
治
処
方
・
坂
三
益
、
外
治
・
川
嶋
宗
端
、
相
談
・
吉
田
快
庵

④
内
外
相
兼
処
方
・
関
本
伯
典
、
相
談
・
吉
田
快
庵

①
処
方
療
冶
・
朴
庵
悴
篠
崎
三
伯
、
相
談
・
多
紀
安
長

②
処
剤
療
治
・
東
宗
朔
、
相
談
・
多
紀
安
長

③
医
案
処
方
・
多
紀
安
道
、
相
談
・
山
本
宗
英

①
処
方
療
治
主

②
①
に
同
じ
。

③
医
案
方
付
皐

②
四
十
歳
男
。
痩
せ
て
一

腹
軟
。
脈
弦
数
有
力
。

「
医
案
方
付
留
記
」
に
お

①
前
歯
一
枚
痛
み
、
次
第
に
広
が
り
全
歯
痛
む
。
歯
齪
黒
色
、
針
刺
で
膿
血
出
づ
。
痛
み
止
み
、
排
膿
血
は
持
続
す
。
強
頭
痛
。
飲
食
正

常
。
下
痢
気
味
。
噴
気
あ
り
。
脈
緩
有
力
。

②
四
十
歳
男
。
痩
せ
て
青
白
い
。
酒
を
好
む
．
舌
下
腫
れ
口
中
に
満
つ
。
痛
無
し
。
飲
食
二
便
自
可
。
心
下
瘤
。
圧
痛
あ
り
。
膀
上
動
気
。

吉
田
梅
庵
、

関
本
伯
典
、

に
お
い
て
、相

談
・
山
本
宗
英

相
談
・
吉
田
快
庵

出
題
者
側
の
医
案
方
付
に
携
っ
た
医
師
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



別
れ
に
答
案
を
提
出
し
て
い
る
。
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④
×

③
×
、

外
科
の
部

久
保
元
長

素
庵
本
①

②
○
、

小
児
科
の
部

吉
田
俊
宅

本
道
の
部

①
内
薬
・
片
山
宗
琢
、
口
科
外
冶
・
堀
本
好
益
、
相
談
・
吉
田
快
庵

②
処
方
・
山
本
楊
庵
、
外
療
・
堀
本
好
益
、
相
談
・
吉
田
快
庵

「
医
案
方
付
留
記
」
に
お
け
る
評
価
は
特
に
記
号
や
数
字
を
使
う
こ
と
な
く
、
講
評
の
形
で
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
を
成
績
に
上

せ
る
た
め
に
講
評
を
読
み
、
そ
の
内
容
に
基
づ
い
て
筆
者
の
独
断
で
○
×
△
を
以
っ
て
表
す
こ
と
と
し
た
。
○
は
合
格
、
×
は
不
合
格
、
△
は

半
ば
良
い
成
績
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
以
下
受
験
者
、
問
題
番
号
、
成
績
の
順
）
。

口
科
の
部

本
康
寿
仙
口
①
○
、
②
×
、
本
康
碩
寿
口
①
△
、
②
×

上
記
の
よ
う
に
、
試
験
は
一
人
一
乃
至
二
問
が
出
さ
れ
て
、
そ
の
症
例
に
対
す
る
医
案
（
診
断
）
と
処
方
が
求
め
ら
れ
、
受
験
者
は
そ
れ
ぞ

村
山
元
格
外
①
×
、
②
△
、
岡
田
束
淵
外
①
△
、
②
×
、
曽
谷
玄
梁
外
③
○
、
④
△
、
増
山
養
甫
外
③
○
、

宅
小
①

町
谷
元
詮

本
①
×
、
内
田
玄
勝
本
①
○
、
上
領
玄
碩
本
①
△
、
中
川
隆
玄
本
①
×
、
熊
谷
涛
庵
本
①
×
、
松
井

△
、
村
岡
玄
超
本
①
×
、
田
中
俊
川
本
②
×
、
③
△
、
池
田
玄
隆
本
②
×
、
③
×
、
木
村
簡
元
本

③
○

×
、
②
×
、
吉
田
栄
全
小
①
○
、
②
×
、
木
村
元
長
小
②
○
、
③
○
、
村
上
良
元
小
②
×
、

小
②
○
、
③
△



郎：医学館における医学考試について（一）戸出 22

文
献
・
註

（
１
）
森
潤
三
郎
「
多
紀
氏
の
事
跡
」
思
文
閻
出
版
、
京
都
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
年
）

（
２
）
森
潤
三
郎
「
多
紀
氏
と
医
学
館
」
「
中
外
医
事
新
報
」
二
九
一
号
、
一
～
六
頁
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
年
）

（
３
）
波
多
野
賢
一
「
医
学
館
補
遺
」
「
中
外
医
事
新
報
」
二
九
七
号
、
二
七
九
～
二
九
一
頁
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
年
）

（
４
）
倉
沢
剛
『
幕
末
教
育
史
の
研
究
三
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
九
四
（
平
成
六
年
）

（
５
）
町
泉
寿
郎
「
医
学
館
の
学
問
形
成
」
（
一
）
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
五
巻
三
号
、
三
三
九
～
三
七
二
頁
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
年
）

（
６
）
幕
府
医
学
館
秘
要
録
『
医
談
」
七
一
号
、
七
頁
、
一
九
○
二
（
明
治
三
五
年
）

（
７
）
橋
本
昭
彦
「
江
戸
幕
府
試
験
制
度
史
の
研
究
」
風
間
書
房
、
一
九
九
三
（
平
成
五
年
）
。

（
８
）
町
泉
寿
郎
「
よ
し
の
冊
子
」
医
家
関
連
記
事
（
二
（
三
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
四
巻
四
号
、
五
四
一
～
五
五
六
頁
、
一
九
九
八
（
平
成
十

年
）
。
同
誌
四
五
巻
一
号
、
一
二
～
一
二
三
頁
。
寛
政
二
年
十
一
月
四
日
の
報
告
に
「
表
医
師
コ
ノ
節
療
治
数
書
出
し
候
様
被
仰
出
候
由
。
一
向

療
治
不
仕
も
の
ハ
大
二
困
り
、
急
に
病
人
を
栫
へ
候
由
」

（
９
）
寛
政
甲
寅
考
試
多
紀
元
徳
（
藍
渓
）
写
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
本

ロ
問
主
意
害
考
試
問
答
一
件
調
書

考
試
出
席
御
医
師
医
案
方
附
留
記
井
評
議

（
加
）
大
田
南
畝
全
集
十
八
巻
街
談
録
巻
五
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
年
）
。
「
医
学
館
考
試
。
寛
政
六
甲
寅
年
九
月
、
御
番
医
井
小
普
請
御
医

師
共
三
十
壱
人
、
於
医
学
館
考
試
被
仰
付
、
…
多
紀
安
養
申
渡
候
は
、
各
方
療
治
不
行
届
、
井
医
学
館
え
も
間
遠
に
被
致
出
席
候
。
依
之
医
学
の
試

被
仰
付
候
旨
、
堀
田
攝
津
守
殿
被
仰
渡
候
。
そ
れ
よ
り
不
残
引
五
人
宛
罷
出
、
医
案
五
か
条
井
虚
実
、
医
学
、
本
草
、
右
の
通
御
尋
成
り
。
外
科
は

桂
川
甫
周
よ
り
問
出
候
由
也
。
何
れ
も
甚
難
渋
の
由
。
内
十
六
人
程
御
答
相
応
に
出
来
候
由
。
御
番
外
科
村
山
元
格
（
銀
三
十
人
扶
持
）
当
日
一
向

御
答
不
出
来
、
帰
宅
後
直
に
吐
血
に
て
死
去
の
由
也
。

右
試
被
仰
付
候
は
、
之
ま
で
学
館
え
一
向
不
出
席
者
斗
な
る
と
ぞ
」

（
、
）
「
甲
子
夜
話
」
松
浦
静
山
（
平
戸
藩
主
）
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幕
府
通
達

（
巧
）
憲

（
略
）
憲
教
類
典
、
四
ノ
十
。

「
太
平
絵
詞
」
人
見
弥
右
衛
門
（
畿
邑
）
寛
政
九
年
没

時
代
が
最
も
近
い
と
思
わ
れ
る
「
太
平
絵
詞
」
か
ら
、
当
時
の
医
師
の
世
相
に
つ
い
て
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。

「
医
師
は
素
よ
り
四
民
の
う
ち
な
れ
ど
、
今
は
別
の
も
の
な
り
。
商
人
の
外
、
医
ほ
ど
利
の
多
き
も
の
は
な
し
。
さ
る
に
よ
り
て
年
々
増
益
す
。

病
家
に
て
も
て
は
や
す
が
癖
に
な
り
、
其
身
は
賤
し
き
こ
と
を
忘
れ
、
横
柄
を
働
き
、
薬
代
の
大
利
を
以
っ
て
箸
り
を
究
め
、
美
服
を
飾
り
、
薬
篭

に
は
金
銀
を
ち
り
ば
め
、
駕
は
数
奇
や
飾
り
に
栫
え
、
無
益
の
栄
耀
を
好
む
心
か
ら
、
何
と
て
病
人
を
真
実
に
療
治
す
べ
き
。
初
め
て
の
病
家
に
至

り
て
は
先
ず
病
人
よ
り
家
内
の
よ
う
す
、
馳
走
を
見
て
、
薬
代
の
と
れ
そ
う
な
悦
び
を
大
切
に
精
を
出
し
、
貧
家
に
行
き
て
は
死
ぬ
病
人
も
、
は
じ

め
に
断
る
類
多
し
。
治
世
に
は
利
潤
に
あ
き
、
乱
世
に
も
逃
げ
回
り
て
す
む
身
分
な
れ
ば
、
太
平
の
恩
沢
を
有
り
難
く
思
い
、
利
を
得
て
は
相
応
に

楽
し
み
、
余
分
を
以
っ
て
施
薬
を
も
せ
ば
、
少
し
は
天
地
へ
も
国
家
へ
も
報
う
べ
し
。
当
世
の
姿
は
何
と
も
す
ま
ぬ
も
の
の
親
方
な
り
。
仁
術
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
、
渡
世
第
一
の
躰
な
れ
ば
、
手
の
わ
る
い
仕
方
と
い
う
べ
し
。
そ
れ
よ
り
や
は
り
町
人
で
一
盃
利
徳
す
る
が
ま
し
也
」

（
皿
）
深
井
雅
海
・
藤
実
久
美
子
「
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
」
一
九
九
六
（
平
成
八
年
）
～
九
九
（
平
成
十
一
年
）
、
東
洋
害
林
（
原
書
房
発
売
）

（
喝
）
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
年
）
～
六
六
（
昭
和
四
一
年
）
続
群
害
類
従
完
成
会

（
Ｍ
）
『
官
医
家
譜
』
東
大
史
料
編
蟇
所
所
蔵

明
和
二
乙
酉
年
十
二
月
七
日

松
平
右
近
将
監
殿
御
渡

医
学
館

神
田
佐
久
間
町

右
安
元
義
此
度
相
願
右
の
場
所
に
医
道
講
釈
致
し

右
之
趣
寄
々
相
達
せ
ら
る
べ
く
候

右
安
元
義

手
次
第
之
事

憲
教
類
典
、
四
ノ
十
。

奥
医
師

多
紀
安
元

御
医
師
の
子
弟
並
に
陪
臣
医
師
町
医
師
惣
医
道
に
志
の
輩
右
学
館
え
罷
越
候
儀
勝
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（
面
）

安
永
二
癸
巳
年
五
月
七
日

酒
井
石
見
守
殿
御
渡

天
明
六
丙
午
正
月
十
二
日

多
紀
安
元
医
学
館
再
建
有
増
出
来
二
付
以
来
毎
年
二
月
中
旬
よ
り
五
月
中
旬
迄
百
日
之
内
諸
医
師
之
子
弟
井
医
道
に
志
有
之
候
者

は
医
学
館
之
内
学
舎
之
内
に
止
宿
為
致
医
学
教
育
致
し
候
間
望
之
者
は
罷
越
す
べ
く
候
仕
方
は
左
之
通
候
条
其
旨
を
承
知
致
し

猶
又
前
度
二
学
館
の
役
人
え
懸
合
委
細
之
儀
納
得
之
上
教
育
可
請
之
候
事

一
当
午
年
二
月
中
旬
よ
り
五
月
中
旬
迄
百
日
之
内
教
育
奥
所
二
付
諸
医
家
若
年
之
輩

出
席
或
は
止
宿
致
し
教
育
受
度
輩
は
陪
臣
は
其
家
之
役
人
町
方
は
名
主
町
役
人
差
添
正
月
晦
日
迄
医
学
館
役
人
え
懸
合
請
人
を
立
言

付
差
出
候
上
に
て
教
育
可
受
候
事

一
銘
々
の
居
宅
よ
り
通
い
に
て
出
席
致
度
輩
は
正
月
晦
日
迄
親
兄
弟
又
は
身
寄
之
も
の
差
添
学
館
役
人
え
掛
合
置
出
席
有
之
べ
く
候
尤

百
日
之
内
無
僻
怠
出
席
致
し
講
釈
稽
古
事
等
遂
承
申
す
べ
き
旨
証
人
よ
り
書
付
取
り
候
迄
に
て
出
席
為
致
候
事

一
宅
よ
り
通
ひ
出
席
致
し
候
輩
は
毎
日
学
館
之
出
入
の
刻
限
を
相
改
め
帳
面
二
止
置
候
事

但
若
年
之
輩
学
館
出
席
之
躰
に
申
致
し
遊
山
等
有
之
候
て
は
相
済
申
さ
ず
候
万
一
左
様
之
義
相
聞
候
ハ
バ
相
糾
候
上
其
段
証
人
え
相
達

学
館
出
入
之
義
を
差
止
候
事

安
藤
対
馬
守
殿

憲
教
類
典
、
四
ノ
十

お
目
付
え

寄
合
医
師
多
紀
安
元
儀
、
医
学
館
類
焼
に
付
再
建
致
し
、
医
道
講
釈
、
是
迄
之
通
取
立
度
候
得
共
、
自
力
に
及
兼
候
に
付
て
は
、
江
戸
中
医
師
よ

り
、
寄
付
銀
有
之
様
に
致
し
度
旨
相
願
、
尤
当
時
学
館
え
出
席
不
致
面
々
も
、
子
孫
に
至
り
出
席
も
可
致
に
付
、
何
れ
共
年
々
一
二
匁
シ
、
寄
付

有
之
候
様
相
願
候
に
付
、
願
之
通
申
渡
候
、
右
寄
付
銀
数
、
御
医
師
の
分
は
存
寄
次
第
、
其
外
御
医
師
の
弟
子
、
井
陪
臣
医
師
町
医
師
、
惣
て
江

戸
中
医
師
よ
り
は
、
二
匁
を
限
り
年
々
寄
付
銀
差
遣
候
様
可
致
候

右
之
通
向
々
え
可
被
相
達
候
、
尤
西
丸
御
目
付
え
も
可
有
通
達
候
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本
草
別
て
巻
数
多
候
間
毎
朝
会
読
に
致
し
霊
枢
素
問
は
隔
日
講
釈
に
致
し
閑
日
下
見
復
り
見
も
相
成
候
様
二
日
取
り
を
充
置
候
事

一
学
館
之
内
学
舎
二
止
宿
（
教
）
育
を
請
候
輩
は
右
日
限
之
内
は
医
学
館
門
外
へ
決
し
て
出
し
申
さ
ず
候
尤
役
人
を
付
置
昼
夜
相
廻
り
厳

百
日
之
内
医
学
館
に
お
い
て
講
釈
会
読
致
す
べ
く
候
書
面
之
義
は
本
草
霊
枢
素
問
難
経
傷
寒
論
金
置
要
略
に
て
候
右

六
部
之
害
は
医
有
之
中
之
古
害
に
て
何
れ
の
流
儀
た
り
と
も
医
学
之
基
二
候
問
医
家
子
弟
講
説
を
遂
承
申
さ
ず
候
て
は
相
済
申
さ
ざ
る

事
二
付
日
割
致
し
置
百
日
之
内
何
れ
も
全
部
承
遂
さ
せ
候
様
二
規
則
を
立
置
候
事

経
絡
穴
取
り
等
の
わ
ざ
を
以
相
伝
候
類
は
是
又
右
日
割
之
内
別
会
を
立
置
百
日
之
内
相
済
候
様
二
規
則
を
立
置
候
事

但
本
草
霊
枢
素
問
の
三
部
は
巻
数
多
候
問
常
体
講
釈
会
読
等
致
し
候
て
は
両
三
年
も
掛
か
り
候
に
付
承
候
若
年
之
輩
な
ど

長
候
間
退
屈
い
た
し
一
部
の
始
終
を
遂
承
申
さ
ざ
る
者
も
あ
い
見
へ
候
依
之
右
之
趣
規
則
を
立
置
候
尤
傷
寒
論
金
置
要
略
難
経

の
三
部
巻
数
少
候
二
付
其
の
後
は
甲
乙
千
金
外
台
病
源
な
ど
或
は
格
致
湖
洞
之
類
承
り
候
は
望
に
任
せ
会
読
又
は
講
釈
な

飲
酒
諸
勝
負
其
外
遊
芸
は
勿
論
惣
て
医
学
の
助
二
な
ら
ざ
る
儀
は
詩
歌
た
り
と
も
堅
く
禁
制
之
事

但
余
念
雑
盧
有
之
候
て
は
志
一
図
二
成
申
さ
ず
候
故
学
業
を
遂
申
さ
ず
候
間

是
又
役
人
を
付
置
厳
敷
禁
制
致
し
候
事

右
日
限
之
内
学
館
内
学
舎
之
中
止
宿
致
し
候
輩
相
応
之
身
の
上
二
候
は
自
分
賄
二
い
た
し
申
す
べ
く
候
尤
勝
手
夜
具
等
は
不
自
由
無

之
様
二
学
館
ニ
テ
取
計
候
事

医
学
殊
之
外
執
念
候
得
共
貧
窮
に
て
其
志
を
遂
申
さ
ざ
る
輩
又
は
師
匠
父
祖
二
離
世
話
致
し
遣
候
者
無
之
習
業
成
兼
候
者
は
名

主
町
役
人
よ
り
申
立
証
人
請
人
を
立
候
は
承
糾
候
上
朝
夕
之
食
事
等
も
学
館
よ
り
賄
遣
書
物
又
は
夜
具
迄
も
日
限
の
内

学
館
舎
中
止
宿
致
し
候
輩
若
定
置
候
禁
制
を
破
候
者
第
一
出
精
致
さ
ざ
る
者
は
役
人
吟
味
之
上
証
人
請
人
等
を
呼
寄
其
段
相
達
し

学
舎
中
に
差
置
申
さ
ず
候
事

但
右
躰
の
輩
学
舎
中
二
有
之
候
て
は
出
精
致
し
候
輩
迄
其
風
を
し
う
つ
り
候
間

主
町
役
人
よ
り
申

貸
遣
教
育
致
し
候
事

敷
禁
制
致
し
候
事

ど
可
致
候
事
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（
明
）
憲
教
類
典
四
の

寛
政
三
辛
亥
年
十
月

右
之
通
可
致
相
触
候

（
略
）
憲
教
類
典
四
ノ

寛
政
三
辛
亥
年
十
月

右
は
多
紀
安
元
申
立
候
二
付
相
触
候
此
外
之
義
は
学
館
え
罷
越
役
人
え
掛
合
承
べ
く
候

勿
論
以
来
毎
年
右
之
通
り
に
候
事

正
月

典
薬
頭
井
奥
勤
之
面
々
法
印
法
眼
之
御
医
師
之
分
は
罷
出
候
に
不
及
候
乍
然
巳
達
之
上
に
而
聞
見
を
広
候
儀
は
第
一
之
事
に
候
得
ば
出
席
可

仕
と
存
候
者
は
勝
手
次
第
之
事
に
候
其
余
出
席
難
致
面
々
は
其
訳
支
配
中
え
可
被
害
出
事

右
之
通
惣
御
医
師
中
え
可
被
相
触
候

憲
教
類
典
四
の
十

広
め
治

る
べ
き
事

医
術
家
業
之
者
致
出
精
候
様
近
来
度
々
御
世
話
も
有
之
候
故
無
油
断
修
業
可
仕
事
候
得
共
其
内
に
は
相
応
の
師
も
無
之
又
は
広
く
療

治
等
可
致
候
而
も
病
家
数
少
く
或
は
施
薬
等
之
入
費
も
行
届
兼
候
類
に
て
志
有
之
候
而
も
不
得
止
事
修
業
成
就
不
致
者
も
有
之
哉
に
候

依
之
此
度
於
医
学
館
夫
々
世
話
等
致
候
者
仰
付
候
間
出
席
之
面
々
よ
り
医
学
治
療
相
談
致
可
被
申
候
品
に
寄
施
薬
等
之
儀
も
出
来
候
様
御
手

当
可
被
成
下
候
寄
合
小
普
請
之
御
医
師
中
を
始
め
子
弟
之
類
且
当
時
御
奉
公
相
勤
候
も
の
も
篤
志
之
輩
は
一
同
出
席
可
有
之
候
惣
而
医
職

之
分
は
至
而
重
き
事
に
付
精
々
厚
く
鍛
錬
有
之
度
儀
に
候
乍
然
流
儀
見
識
等
一
同
に
は
無
之
事
に
候
間
入
学
之
外
出
席
之
面
々
は
只
聞
見
を

広
め
治
療
之
相
談
等
致
候
訳
に
付
心
得
違
無
之
彼
我
を
存
せ
ず
相
互
に
学
業
治
術
研
究
い
た
し
其
道
精
熟
候
様
可
被
心
得
候
尤
諸
科
同
前
た

早
速
証
人
え
引
渡
詫
候
と
も
決
し
て
免
申
さ
ず
候
事

一
惣
て
医
学
館
中
講
釈
井
会
読
致
し
候
輩
へ
は
医
学
館
に
て
夫
々
手
当
有
之
候
間
教
導
を
請
候
輩
よ
り
は
珈
之
礼
式
た
り
と
も
請
之
申

さ
ず
候
事

四
ノ
十

福
井
立
助
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１
Ｆ

（
別
）
「
憲
法
類
集
」
「
内
閣
文

寛
政
四
子
年
正
月
十
三
日

堀
田
攝
津
守
殿
御
渡

（
皿
）
憲
教
類
典
四
ノ

寛
政
三
辛
亥
年
十
月

医
学
館
え
以
来
折
々
相
越
さ
れ
請
書
致
さ
る
べ
く
候
尤
委
細
の
義
多
紀
広
寿
院
え
相
達
置
候
間
可
被
談
候
事

杉
浦
玄
徳

医
学
館
え
相
談
日
々
の
世
話
可
被
致
候
尤
多
紀
広
寿
院
え
可
被
承
合
候
多
紀
安
長
え
も
同
様
世
話
可
致
旨
相
達
し
候
間
可
被
相
談
候
事

右
之
通
桔
梗
之
間
に
お
い
て
攝
津
守
殿
御
出
座
御
渡

多
紀
広
寿
院
医
学
館
に
お
い
て
毎
年
百
日
之
内
諸
生
教
育
之
義
当
分
相
止
候
以
来
日
瘤
請
書
有
之
候
間
陪
臣
町
医
等
も
勝
手
次
第
罷
出

可
致
聴
間
候
尤
委
細
の
義
は
医
学
館
え
可
承
合
候
是
迄
年
々
医
学
館
え
寄
付
銀
致
来
候
面
々
は
以
来
差
出
に
不
及
候

右
之
通
可
被
相
触
候

於
医
学
館
以
来
一
ヵ
年
春
秋
両
度
医
業
考
試
被
仰
付
候
典
薬
頭
井
奥
向
之
面
々
法
印
法
眼
之
御
医
師
等
ハ
相
除
其
余
年
齢
二
十
位
に
も
相

也
候
者
は
不
残
可
罷
出
候
尤
春
に
至
り
日
限
等
は
多
紀
広
寿
院
よ
り
可
相
達
候
事

右
御
医
師
四
十
歳
に
も
及
候
分
は
考
試
に
不
及
出
席
而
已
可
致
候
勿
論
難
問
誹
誇
等
致
候

医
学
館
講
業
正
月
二
十
五
日
よ
り
相
始
候
去
年
中
達
有
之
候
御
医
師
中
出
席
致
方
其
外
心
得
之
儀
当
月
十
六
日
十
七
日
十
八
日
右
三
日
内
多
紀

広
寿
院
方
え
承
合
候
様
寄
合
並
御
番
医
師
え
可
被
達
候
小
普
請
之
面
々
者
支
配
よ
り
達
有
之
候
様
小
普
請
支
配
え
可
被
談
候
事

御
目
付
え正

月 ］

四
ノ
十

「
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
羽
」

一
六
六
頁
、
一
九
八
三
、
汲
古
書
院

山
本
宗
英

吉
田
快
庵
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（
路
）
憲
教
類
典
四
の

寛
政
元
己
酉
年
四
月

一
Ｊ

（
犯
）
憲
教
類
典
四
の
十

安
藤
対
馬
守
殿
御
渡

寄
合
医
師
え

代
々
医
業
致
相
続
候
御
職
業
之
義
、
別
し
て
出
精
、
御
用
に
相
立
候
様
に
心
掛
候
儀
、
心
為
之
事
。
且
銘
々
先
祖
に
対
し
候
て
も
、
可
有
本
意
儀

二
候
。
殊
に
医
業
は
大
切
の
職
業
、
人
命
を
預
か
り
候
儀
を
怠
り
可
申
様
無
之
儀
二
候
。
以
来
其
身
一
代
出
精
無
甲
斐
、
其
悴
儀
医
師
□
口
閑
に
て
、

併
せ
て
人
柄
等
之
義
、
相
慎
候
事
も
薄
き
輩
は
、
禄
の
多
少
の
差
別
に
よ
ら
ず
、
其
の
時
宜
に
随
い
家
督
等
の
節
に
至
り
候
て
も
、
減
禄
被
仰
付
候

寛
政
元
己
酉
年
二
月
十
七
日

松
平
越
中
守
殿
よ
り
御
渡

惣
て
医
業
を
以
世
禄
結
構
被
成
下
候
儀
に
付
、
家
業
之
儀
は
格
別
出
精
可
致
儀
に
有
之
候
。
殊
に
御
撰
択
を
以
奥
之
御
医
師
被
仰
付
、
禄
位
を
も

相
加
え
て
し
は
別
て
の
こ
と
に
て
、
出
精
心
掛
も
格
別
に
し
て
不
叶
事
に
候
。
奥
医
師
の
調
薬
諸
家
に
て
相
願
候
儀
は
、
畢
寛
医
学
格
別
の
儀
に
付
、

取
用
候
事
に
て
候
処
、
近
来
は
右
の
儀
も
仕
来
り
同
様
に
相
成
候
哉
に
も
相
聞
候
。
左
候
得
は
此
上
弥
風
儀
不
宜
に
い
た
り
候
て
は
、
医
術
の
貴
賤

を
不
撰
儀
も
失
ひ
、
客
來
取
持
同
様
に
相
成
間
敷
に
も
無
之
、
調
薬
等
の
儀
も
名
目
の
み
に
成
、
行
経
し
他
医
之
療
治
請
候
様
に
有
之
候
て
は
一
己

の
身
上
の
不
束
成
斗
に
も
無
之
、
御
外
聞
も
不
宜
儀
に
て
候
。
殊
更
そ
の
動
向
は
無
此
上
御
大
切
の
儀
に
拘
り
候
事
に
候
条
、
能
々
相
心
得
出
精
可

被
致
候
。
平
常
御
側
近
く
も
罷
出
、
大
奥
え
も
相
廻
り
候
身
分
に
候
得
は
、
身
持
等
も
別
し
て
相
慎
可
被
申
候
。

候
事

類
之
事
は
一
体
有
之
問
敷
筋
に
候
問
隔
意
な
く
心
得
た
が
い
無
様
可
致
候
尤
医
学
館
へ
常
々
修
業
と
し
て
罷
出
候
も
の
は
考
試
は
無
之
儀
二
而

右
の
通
御
事
付
拝
見
仕
候
に
付
、
加
納
遠
江
守
殿
よ
り
笹
之
間
に
お
ゐ
て
仲
間
一
統
御
受
申
上
候

憲
教
類
典
四
の
十

右
之
通
惣
御
医
師
中
え
可
被
相
触
候

ト
ヲ

二

月
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義
も
有
之
間
敷
儀
二
無
之
候
。
自
然
其
者
え
来
候
禄
は
、
成
る
丈
先
規
不
省
様
有
之
度
儀
二
付
、
其
の
身
近
々
修
行
を
遂
げ
、
出
精
致
し
候
ハ
バ
、

連
々
又
、
御
加
増
有
之
、
終
に
は
先
規
之
禄
に
可
被
復
候
。
右
御
趣
意
二
付
て
は
、
寄
合
小
普
請
、
無
勤
の
輩
に
て
も
出
精
次
第
被
復
旧
禄
、
御
加

増
は
可
有
儀
に
候
。
心
得
の
た
め
相
達
し
候
問
、
何
も
厚
く
出
精
可
致
候
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）



こ
め Thel794MedicalExaminationatl"kkα〃

IchiroTODE

垣Iz賊α",theofficialmedicalschoolwhichwasfoundedbyTakiMototaka(1693-1768)inl765and

administereddirectlybytheTokugawaSyogunatel791,heldamedicalexaminationinl794.The

twenty-twoexamineeswereeitheryounglow-rankingBakufuphysitiansorthesonsofolderofficial

doctors.Theexaminationconsistedoffoursubjects:internalmedicine,pediatrics,surgery,andoral

medicine・Foreverysubject,anexamineetookanoralandwrittenexamination.Theoralexamina-

tionwasgenerallyonthedifferentialdiagnosesofdiseasesandpharmaceuticalprescriptionsfor

variousdiseases.Inthewrittenexamination,anexamineewassupposedtodiscussacasegivenby

anexaminer-howtodiagnoseandtoprescribedrugstoaparticularpatientwithacertainsetof

symptoms.Theanswersweregradedandcommentedon.Thosewhogotgoodgradeswererapidly

promotedfromthefollowingyear,whilethosewhodidnotdisappearedfromhistoricalrecords.Itis

conventionallybelievedthatanofficial'sstatusintheBakufubureaucracywasdeterminedbyhis

familybackground,butinthecaseofmedicaloffIcials,theresultsoftheexaminationmattered

significantlytotheirlatercareerpaths.

（
１
）
ｗ
ｇ
Ｏ
，
里
棉
榊
朴
幽
蝿
垂
鵯
里
謡
朴
幽
邑
函
Ｉ
玉
に


